
第６学年 特別活動「思った通りにロボットを動かそう」



【授業の概要】

本単元は，危険物を感知すると自動で停まったり，回避したりす

るプログラムが身の回りで使われていることを知り，実際にロボッ

トを動かすことで，科学技術についての理解を深めることを目標と

している。今回はmBotを使い，障害物に見立てた段ボールに当たら

ないプログラムや自動で避けるプログラムをグループで組み，動か

した。ソフトはmBotに付属しているmBlockを使用した。

【プログラミングを取り入れた効果】

本授業では，実際にmBotを動かすことで自動停止したり，障害物

を回避したりするセンサーの仕組みについての理解を深められるこ

とを期待した。

これまでの学習で，児童は車の自動停止にはセンサーが使われて

いることは知っているが，具体的な仕組みについては十分には理解

できていなかった。そのため，プログラムを自分たちで組み，実際

に動かすことは有効な手段であると考えた。しかし，自動停止や自

動回避させるためには，乱数やセンサーのプログラムを組む必要が

あるため，絶対に変えてはいけないプログラムについては教師側か

ら用意した。前進・後退だけでなく，右や左に曲がったり，障害物

に当たらないようにスタートからゴールに辿り着いたりする活動を

行っていたこともあり，どのグループもオリジナルの自動停止と自

動回避のプログラムを組み，mBotを動かすことができた。どうして

も難しそうなグループにはヒントカードを渡しておいたため，混乱

することなく，取り組むことができた。

課題としては，正しいプログラムを組んでいるにも関わらず，そ

の通りに動かなかったり，ロボットの挙動がおかしくなったりと機

械類独特の問題が起きたときのく対処の難しさがあげられる。

【授業を終えて】

授業の構想を練っている段階では，mBotを思い通りに前後左右に動かすことができればいいと考え

ていた。しかし，事前にスクラッチ型の授業をすると，教師が思いつかないようなおもしろいプログ

ラムを組んでいる子どもが多くいたし，mBotを使ったはじめの授業でも，ほとんどのグループが思い

通りに動かすことができた。子どもたちのプログラミングに対する興味関心と意欲の高さを実感した。

また，mBotについて調べていく中で，センサーを使った自動停止・自動回避ができることを知り，理

科の学習でもセンサーについて学習する単元があるため，今回の授業を計画した。

今回の授業の中で，論理的思考力を育むために，グループ間で話し合う時間を多く設けた。「こうや

ったら障害物に当たらないんじゃないかな。」「自動停止のプログラムのここを変えたら自動回避でき

るんじゃない。」など，自由な発想の意見が多く出た。話し合った内容をすぐにプログラムして動かす

ことができるため，うまくいかない点についてもすぐに振り返ることができた。本授業を通して，論

理的思考力を育むことができたのではないかと感じる。


